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平成３０年度 第３回 

 

 

 

帯広市廃棄物減量等推進審議会 議事録 
（概要） 

 

 

 

 

 

 

日時 平成３０年１１月２１日（水） 

午後４時～ 

会場 帯広市役所水道棟３階 大会議室 

 

 

 

 

出席委員（１３名）   帯広市（８名） 

  

    
青 田 委員          川 端  市民環境部長    

岡 田 委員          岸 浪   清掃事業課長 

上 谷 委員          一 森   指導担当課長 

木 川 委員          櫻 田  課長補佐 

齊 藤 委員          前 野  ごみ減量係長 

高 田 委員                  西 本  ごみ減量係主査 

中 川  委員                  中 村  ごみ減量係主任補 

沼 尾  委員          土 田  ごみ減量係主任補 

枦 川  委員 

前 川  委員 

水 上 委員 

柚 原 委員 

渡 邊 委員 

（18名中 13名出席） 
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・川端市民環境部長挨拶 

・渡邊会長挨拶 

 その後議事に入る 

 

議事（渡邊会長により進行） 

 

１．帯広市一般廃棄物処理基本計画について 

事務局（前野ごみ減量係長）説明 

 

会  長） はい。ありがとうございました。ただ今、この第三期帯広市環境

基本計画策定及び第四次帯広市一般廃棄物処理基本計画にかかわ

るアンケート調査の結果についてご説明をいただきましたけれど

も、この今説明いただいた内容について何かご質問ですとかご意見

ありましたらご発言ください。いかがでしょうか。 

何かもうちょっと詳しく聞きたいですとか、そういったところが

あればご指摘いただけたらと思います。いかがでしょうか。何かご

ざいませんか。 

じゃあまず私ちょっと聞きたいんですけど、アンケート調査の結

果見せていただくといくつかのところで高齢者というか割と年齢

の高い方々の意識が重要度高くて、また２０代の人も高くて、３０

代４０代でちょっとへこんでるところが何カ所かあるんですよね。

こういうのって、これまでもこういうアンケートってやったことが

あるんでしょうか。そこでも同じような傾向ってずっとあるんです

かね。３、４０代いわゆる現役世代でちょっと廃棄物への興味が低

いとか。 

 

事 務 局） アンケートはですね、今の計画、第三次帯広市一般廃棄物処理基

本計画を策定する時ですから２１年頃に今回と同じように環境と

一緒にアンケートをとった経過があります。その時はあまり年代別

というのがなかったので。だいたい項目は今回と同じになります。

今回年代別でアンケートをとりましたので、今会長おっしゃられた

ように年代ごとに傾向が違うということがよくわかりましたので

今後、施策等、基本計画の策定の時に参考にさせていただきたいと

思います。 

 

会  長） はい。ありがとうございます。せっかく年代別に調べてこういう

ずいぶん大きな差があるところは結構あったように思うので、どう

して３、４０代で興味だとか重要度の認識が低くなるのかというこ
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とも理由も含めて対応していかないといけないかなというふうに

感じました。 

その他いかがですか。今のような結果についてのことでも結構で

すし、また、皆さん考えておられることなんかで今のアンケート結

果に加えてこういうことも今後の基本計画の策定に反映させてほ

しいようなことがあれば自由に発言いただけたらと思うんですが

何かございませんか。どうぞ。 

 

委  員） 今、２１年頃にアンケートを行われたというお話をされていたと

思うんですけれども、その時のアンケートの標本数など分かれば聞

きたいなと思うんですけど。 

 

事 務 局） 今わからないので後日お答えしたいと思います。当然比較しなけ

ればいけないと思っていて、それも含めて来年以降検討していきた

いと思います。 

 

会  長） はい。ありがとうございます。さすが大学生くらいになるとアン

ケート調査のサンプル数も気になりますよね。でも、きちんとその

制度に関する情報なども書いてあるところなんかもきちんとした

調査だなという印象を私も受けました。 

その他いかがですか。その細かいところでも構いません。 

 

副 会 長） マイバックについて、１０年程前かな、マイバックにしようとい

う運動がすごく盛んだった。最近こういう言葉が全くないんですね。

それで私も町内会便りの中身を見た時にこれを特集であげたんで

すよ。皆袋を持って買い物に行こうと。ところがアンケートの実態

を見ると、かなりの意識は持っているけど、店に行くと結構袋を貰

って買い物をしている姿が帯広は多いかなという感じがするんだ

よね。ある店はお金をとるところはしっかりと袋を持って行くけど

も、そうでない店はいっぱい袋を貰って帰っていく姿がある。だか

らこのマイバックについてはあまりにも差があるので１０年ぶり

で町内会便りを引っ張り出してみたんですね。あの時は随分審議会

でも熱心に討議しましたし、市民の中でも運動があったように思っ

たけど最近全くこの声が聞こえなくなりましたね。だけど、もう一

押ししなければならないのかなとこのアンケートを見た時に感じ

たんですよね。感想です。 

 

会  長） はい。ありがとうございました。どうでしょうね、このへんにつ
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いては。 

 

事 務 局） はい。マイバックについては毎年ですね、辞退率というのをとっ

てですね、断っている割合ですね。毎年、辞退率というのをご報告

いただいて、それを見ながらということになっています。また、そ

れだけではなくてですね、周知の方もなかなか皆さんに伝わりにく

いというのもありますので時を見てレジ袋関係も周知していきた

いなと思っておりますのでよろしくお願いします。 

 

会  長） はい。ありがとうございます。うちはもうすっかりマイバックに

なっちゃって。あとは行って、店頭でダンボール箱くれるでしょう。

ダンボール箱で買ってくることが多いんで全然最近レジ袋を貰わ

ないんで分からないんですけれど、今、レジ袋の有料ってどのくら

いのところでやってるんですかね。 

 

委  員） 結構スーパーはほとんど。 

 

副 会 長） 全部ではないけどね。８割方、お金を取られるところはね、皆袋

を持って行きます。お金を出さなきゃならないところはね。袋いり

ますか、何円ていうところがある。そういう店はしっかりと皆かま

えて、何もないところはやはりそれなりに利用がありますね。そう

すると運動とはちょっと違う部分が出るからいかがなものかなと

いう感じがしたものですからね。 

 

会  長） 先程、川端部長さんのお話の中にもありましたけれども、これか

らレジ袋の有料化が義務付けられたりすればまた少し変わってく

るんでしょうね。 

 

副 会 長） 今も有料ですよ。 

 

会  長） 全部のお店がそうなればね。 

 

副 会 長） 全部ではありませんね。いろいろなところがあります。 

 

会  長） 市民の意識も大事ですし、意識だけではなかなか動かないところ

もありますからやっぱり有料化とかそういうかたちでのちょっと

一押しするのも必要なのかなと思いました。 

その他いかがでしょうか。この今の件について。はい、どうぞ。 
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委  員） ほぼ皆さん事前にバックを持ち歩いているというのは大分進んで

いると思うんですよね。急に買う場合は別として、ほとんどバッグ

をしのばせているのがどんどん広まっていると思うんですけれど

も。 

 

会  長） ありがとうございます。なかなか人のことってあんまり気にしな

いですよね。自分がしているのは分かるけど、他の人どうしてるの

かなってそんなに気にして見ることはないから。どうなんでしょう

ね。はい、どうぞ。 

 

委  員） 私はマイバックをバックに２つぐらい入れて歩いてるのでほとん

ど貰わないんですけど、私の知り合いの友達は、普段はマイバック

を持ってるんだけども、ごみ出しするのにやっぱりレジ袋って必要

なんだよねっていう方がいて、何回かに１回ぐらいはレジ袋が必要

で貰おうっていう。ただそれは無料のところで貰ってるって話は聞

いたことがあります。 

 

会  長） Ｓの日に出す時に必要だからうちはわざわざ買ってますけど。透

明の袋を。そうかそうか。それ買うのもったいなかったらやっぱり

レジ袋少しあった方がいいですね。 

 

委  員） やっぱり赤い袋青い袋ありますけど、漏れたりすると嫌なので、

二重にして、特に生ごみとかは。やっぱり必要な場合もあるんだな

と思います。なのでレジ袋が有料でもいいのかなと思うんですけど

無くなったら困るので。環境のことを考えるとやっぱりその辺に捨

てないというね。ごみを散らかさないというか、ちゃんとごみ箱に

捨てるという習慣が大事なのかなって思います。海に行ってレジ袋

で買い物して、そのままその辺にポイと捨てるという、そういうこ

とはしないというモラルが大事なのかなと思います。 

 

会  長） レジ袋無くしちゃうというのではなくてレジ袋を使った後の処理

の仕方なんかをもう少しきちんとしようということですね。 

 

委  員） 徹底的にというか、やっぱり国全体で子供達にも小さい時からそ

ういうふうに捨てちゃいけないっていうことをきちっと学習する

っていうか。それが大事かなと思ったりするんですけど。 

 

会  長） はい。どうもありがとうございました。 
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はい、どうぞ。 

 

委  員） 私もマイバックを持っているんですが、隠しながらも買い物をし

てるんです、マイバックを。景品で貰ってるんですが、非常に小さ

なマイバックで買い物をした後にそれに入れたらあふれてしまう

時があるんですね。周りの主婦の方を見るとちゃんとカゴにマイバ

ックがきちんと入るようなマイバックを持ってカゴいっぱい買う

とそれに入るような感じのマイバックが主婦の方はきちんと計算

しながら買っているのを見ているんです。私のはちょっと小さいの

かなと思っているんですけど、今までは買い物してレジ袋がタダの

時はもう１枚くださいと言って貰った時代があったんですが、今は

また並ばなきゃなんないんですよ。お金を出して買わないとなんな

いんでね。だからマイバックを持ってあふれてしまうと会長さんが

言った、箱にまた詰め替えて持ち帰るっていうのがよくあるという

買い物の仕方ですね。 

 

会  長） でも、だんだん慣れてはきますよね。うちもカゴにちょうどはま

る大きさのバック持ってそれをはめて会計してもらってそのまま

持って帰るってね。ああいうのがいっぱい売ってるんだから、徐々

に普及はしているんだろうけど、でもやっぱり急に買い物に行くこ

とってありますもんね。あとコンビニですかね。スーパーとか行く

時はバック持って行くけどコンビニは袋入れてもらっちゃいます

もんね。どうしてもね。もうちょっとコンビニに行く時に皆がマイ

バックを持って行くような感じになったり、あるいは袋いらないで

買ってこれるようになったらいいですよね。コンビニでレジ袋有料

ってないですよね。ありますかね。 

 

委  員） ないですよね。管内は。 

 

副 会 長） コンビニはない。コンビニは全部袋に入れてくれるよね。 

 

会  長） やっぱり車で来て買う時に袋がないとやっぱりなかなか難しいで

すよね。 

 

委  員） 温かい物と冷たい物も分けますし。 

 

会  長） 私いつもああいうのもったいないから一緒にしてくれって言うん

ですけど。でもね、そうじゃないと嫌がるお客さんもいるんでしょ
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うね。飲み物とつまみだったりするとね。さっきのあのレジ袋の有

料化義務化っていうのはあれですかね。コンビニも含まれるんでし

ょうかね。 

 

事 務 局） ニュースによるとセブンイレブンが検討してるというのはこの間

見たような気はいたします。 

 

副 会 長） コンビニがやらない限りは大変だね。コンビニが半端でないです

ね。あの量、袋が小さいけどね、小さいけどすごい量はあります。 

 

会  長） 種類いっぱいあるんですね、袋もね。 

 

副 会 長） 運動としては両方一緒にやらないとこの運動にはならないのかも

しれない。 

 

会  長） その分ただあれですね。コンビニのレジ係の人の仕事はひと手間

増えるわけですよね。相当忙しいですよね、セイコーマートとかの

一人でやってるところのアルバイトぐらいの一人でやってるのと

か。ただでも忙しいのにあれにもうひと手間レジ袋いりますか、レ

ジ袋いくらですとなるとやっぱりそのコンビニの方の販売の手続

きの改善みたいのと一緒にやらないとただ現場に負担がかかるだ

けになるかもしれないですね。今のこのマイバックの関係のことで

その他何かご意見ございますか。よろしいですか。 

なければその他のところで今のアンケート結果のついて別のと

ころで何かございませんか。はいどうぞ。 

 

委  員） アンケートの感想なんですけど、４５ページのごみの分別の実践

度と重要度って有料化していることもあると思うんですけども、９

１％以上の方がごみの分別はしっかりしているよと。で、Ｓの日と

集団回収。資源化の方、それはお金がかからないんですけども、４

３ページのＳの日と４１ページの資源集団回収の方は７割ぐらい

の方しかまだ意識、実践度がないということなんで、分別から比べ

ると２割ぐらい、まだ資源回収とＳの日で減らせるというか資源と

して回収できる余地があるのかなという印象を持ちました。 

それとちょっと資料３の方でもよろしいですか。最後に説明いた

だいた資料３の２、Ａ３の長い資料ですね。それのところで最後に

ご説明いただいたところをちょっと確認したかったんですけれど

も、国の方の２０２５年度の目標値が４４０ｇということで、それ
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は先ほど私が聞き逃したかもしれませんけども集団回収量を除く

という。で、それを２９年度の実績で計算すると４３９ｇ。で、国

の目標は今の時点で達成している帯広市ということで理解してよ

ろしいのでしょうか。 

 

会  長） ありがとうございます。いかがでしょうか。 

 

事 務 局)  補足させてください。北海道の一人一日当たりのごみの排出量。

帯広市の計画に載っておりますが、これについては事業系のごみ、

それから資源など全部入っています。その全部入っているごみの総

量を人口で割って３６５日で割ってこうなったということでござ

います。ただこちらの家庭系の方はですね、今申し上げた通り資源

ごみ、家庭から出た燃やすごみ、燃やさないごみそれだけですね。

資源ごみと集団資源回収とＳの日、資源の日に出す計画収集、これ

を抜いたごみになりますので、数値的には赤い袋と青い袋、それだ

けの量が一人一日当たりのごみの排出量になると。あと大型ごみも

入りますね。資源以外のごみをどれくらい出しているかという数値

なので。この数値が下がることによってごみの減量また資源化も進

んでいるというふうにいえるということで。これに事業系が入りま

すと景気に左右されたりいろんな関係がありますけども、普通に家

庭ごみだと市民の結果が少し反映できるようになると思ってまし

て、これを次年度の計画の目標値にしていこうかなという考えを持

っておりますので、またその際にはご意見をいただきたいと思いま

す。 

 

会  長） はい。ありがとうございました。前半の方でいただいたご意見で

すね。ごみの分別については実践度も重要度も高く評価されている

けどＳの日とか資源集団回収については少し下がる。そこのところ

にまだもう少し頑張る余地があるのではないかというご指摘でし

たね。今までもずっと前から見てきたリサイクルについてはもう少

し向上させなきゃいけなかったかと思いますのでそういう点でも

この集団回収とかＳの日のごみ出しについてもう少し市民の理解

を得るというところあたりに大切なところがあるような感じです

ね。そういったようなご指摘だったと思います。どうもありがとう

ございました。 

その他このアンケート調査の結果等について何かお気づきのと

ころとかございませんか。よろしいでしょうか。どうぞ。 

 



9 

委  員） ２４ページなんですがごみの適正排出の啓発、指導について、２

０代のとても満足が著しく低いじゃないですか。こういうのって多

分、啓発の方法とかアピールの仕方って届いていないのかなってい

うのもあると思うんですけど、ＳＮＳとかの配信とかってあります

か。帯広市のごみに対しての。やっていらっしゃいますかという。 

 

会  長） 今の質問の趣旨としては、この２０代っていうのはＳＮＳ等での

情報がメインになるから、そういうところでやっているのかどうか

というところですね。 

 

事 務 局） 帯広市のホームページにも情報を載せておりますが、たまにです

ね、エコエコ紙芝居がありましたよとかそういった情報を流してい

ます。今ご意見ありましたように、そういう傾向が出てるというこ

とも踏まえまして今後につきましても情報を流していきたいと思

います。 

 

会  長） はい。ありがとうございました。私もアンケートって割と専門の

方なんですけど、満足しているっていうのはどういうことなのかっ

て気になりますね。どうだと満足って答えるのか。その辺が年代が

上の方々と２０代で満足って言っているものの基準も違うような

気がするけど、いずれにしても２０代の人達は重要度の点では結構

高く評価しているんですよね。この問題はね。ただそれが実際の満

足に繋がらないってことはそこの実践に繋がる部分での情報とか

使えるリソースが少ないのかもしれないからそこのところをもう

少し埋めていくと２０代の満足度が上がるんじゃないかというの

は確かにありますね。どうもありがとうございました。 

その他いかがですか。よろしいですか。 

そうしましたらひとまずこのアンケートについてはここまでに

して、次の議題の２に進ませていただきたいと思います。議題の２

は帯広市災害廃棄物処理計画の原案です。これについて事務局より

ご説明いただきたいと思います。お願いします。 

 

帯広市災害廃棄物処理計画（原案）について 

事務局（櫻田課長補佐）説明 

 

会  長） はい。ありがとうございました。今、帯広市災害廃棄物処理計画

原案の概要についてということでご説明いただきました。こうやっ

て具体的に聞いてみるとなかなか大変なことだなということが分
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かってくるんですけれども、今説明いただいた内容について何か細

かいところの確認ですとかご質問とかございましたら発言くださ

い。いかがですか。どうぞ。 

 

委  員） 仮置き場ってあるんですけど、今も実際に仮置き場の候補になっ

ている場所とかっていうのはあるんですか。 

 

事 務 局） 今ですね。実際ですね、いろいろな状況を見てリストアップして

いる最中です。この計画を策定していく中でですね、市内にこうい

った場所を設けて市として選定はしております。 

 

委  員） はい。ありがとうございます。 

 

会  長） よろしいですか。 

先程も説明ありましたけれど、いきなり地震が起きてからここに

置きますって訳にはいかないですから、前もってある程度の場所の

見通しは立てているっていうことですね。 

 

事 務 局） もうちょっと補足ですけれども大体ですね、仮置き場というのは

５千平米から１万平米ぐらい必要だと言われています。というのは

ですね、ごみを置いてそこで重機の作業というのがありますのでそ

ういったスペースにはどうしても０．５ヘクタールから１ヘクター

ル程度必要ですので、それに見合った候補地を今リスト化している

ところです。 

 

会  長） これ一箇所にまとめてってことではなくて、やはり市内に何箇所

かということですかね。 

 

事 務 局） できるだけ分散させて設置をして一箇所にかたまらないようにと

いうことと、お住まいの場所にできるだけ近いところでということ

で。すべての条件を満たすことはなかなか難しいのかもしれません

けれども、もし災害が起きればすぐに用意できるようになっていま

す。 

 

会  長） この間の水害なんかテレビのニュースで見てたらかなり大きな物

も市民が自分で運び込んでますよね。イメージとしては自分で持っ

て行くイメージですか。 

 

事 務 局） 原則はそうなんですけども、トラックをお持ちのお家ってほとん
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どないですよね。例えばご近所で持ってて、ご近所同士でお互い協

力しながらっていうのもあるんでしょうけども、どうしても大きな

災害が起きた時ですね、そこまで手が回らないっていう場合はです

ね、当然、近くのところに置いてもらってということも場合によっ

てはですね、高齢者の方ですとか身体が不自由な方がそこまで出来

るのかということもありますので、あと災害時の混乱っていうのも

ありますので、そこはやっぱり柔軟に考えることが当然発生してく

ることは想定しております。 

 

会  長） ありがとうございます。町内会の役割が出てきますね。そうなる

とね。 

 

委  員） ちょっとそれに関連してなんですけど、今年の厚真のごみの片付

け。ボランティアで車を出す人とかお手伝いの方を募集して私の知

り合いが行ったんですけど、片付けといってもその災害で出たごみ

じゃない、例えば植木鉢だとか焼肉台だとか本当に家の片付けとい

う感じのボランティアだったっていうことで、ごみがかなり、災害

ごみじゃないごみがかなり出たってことを言ってましたね。 

 

事 務 局） その点なんですけども、今おっしゃったですね、いわゆる便乗ご

みですね。災害のごみじゃなくて普段から眠ってた物を仮置き場に

出しているっていうのがかなりあったっていう話はありまして、で

きるだけそれは少なくしないと、それがその復興の速度にもかかわ

りますので、出来ればですね、例えば何十年前に使ったブラウン管

テレビとかをその時出されても困りますので、できるだけそれは事

前に周知なりして、もし災害が万が一起きたらそういったことがな

いようにということで、なおかつそういったものは運べないですよ

ということをですね、例えば私どものごみュニティメールってあり

ますよね。そういったものを利用しながらご協力いただけるように

努めたいとは思うんですが、ただ厚真の時のようにですね、相当大

きな地震の時はどうしても若干発生する可能性があるというか。水

害は流れ出たらもう誰のごみかわからないので、その時はもうやむ

を得ないのでそのまま処理することもあると思います。ただ、便乗

ごみについては出来るだけ仮置き場に持ち込んできた方にお話し

するしかないと思いますね。 

 

会  長） はい。ありがとうございます。これ難しいですよね。水害だった

ら物置にいっぱい入れてたのも水がきちゃえば全部水害のごみで
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すよね。どこまで良くてどこまで悪いのかってやっぱりかなり良識

に期待するしかない範囲の話になりますよね。 

 

事 務 局） 地震で壊れたらそれはもう災害廃棄物なんですけれども。出来る

だけ普段から使わない物を随時、例えば廃家電であれば家電リサイ

クルにまわしてもらうですとか、啓発をしていくことが必要になっ

てくると思います。 

 

会  長） 日頃から溜め込まないようにということですね。ありがとうござ

いました。 

その他いかがですか。 

 

委  員） 災害の時ですね、帯広市のを今伺ったんですけども災害というの

は帯広市だけじゃないですよね。管内全部というか広範囲になりま

すよね。その中でくりりんセンターの廃棄物の処理っていうのは帯

広市の分を考えてのこの数字ですよね。管内全部考えてってことな

んでしょうか。 

 

事 務 局） まずですね、先ほどの２万４千トンというのは普段の帯広市の搬

入割合を按分して出してるんですよね。ですからもうちょっと詳し

く話しますとですね、２．７年というのは処理期間を３年間とした

時に実際に仮置き場に持って行ってそれからこの施設に来るのが

２．７年くらいだろうということで２．７年にしているんですけれ

ども。その前にくりりんセンターの最大の余力を考えたら年間で４

万トン搬入できるんです。そのうち普段の帯広市の搬入だったら大

体６割ぐらいなので０．６かけて２万４千トンということで。残り

が普段の搬入割合でいうと他の構成町村のごみであると推計をし

ております。 

実際に今おっしゃったように十勝平野断層帯の地震というのが

襲ってきて、実際これだけの量の帯広市の廃棄物が出るとすると、

近隣の町村が被害がありませんでしたということはまずあり得な

いことですね。他の町村も大きな被害になりますので。そうすると

くりりんセンターだけでは、もし、くりりんセンターが被災してい

なかったとしてもですね搬入できないということで。そういった場

合については、今回の北海道胆振東部地震の時も地元で処理できな

くて他の自治体に依頼したということなんですけども、それをする

のが現実的だということですね。逆にそれしかないのかなと思いま

す。 
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会  長） はい。ありがとうございました。一応計算上は他の町村の処理と

いうのも含めた上でこういう結果ですね。ありがとうございました。 

その他いかがですか。 

 

委  員） 今の話でくりりんセンターが被災した場合、当然管外に協力をお

願いするということだと思うんですけどそういうのも含めてこの

計画に盛り込むということなんでしょうか。 

 

会  長） 処理施設自体が被災した場合の対策ってどうなっているのかって

ことですよね。 

 

委  員） 計画の中にそういったことも記載されるのかなと。 

 

事 務 局） まず処理施設が被災した場合に、くりりんセンターとしても出来

る限り復旧するように努力はすると思うんですけれども、災害廃棄

物がたくさん出て、どちらにしてもなかなか処理ができないという

場合にですね、本編の中に他の自治体の処理施設を使わせてもらう

っていうのを記載しております。 

実際ですね、災害廃棄物処理計画というのはまだ策定割合は低い

んですね。北海道でも１割に満たないくらいの状況の中でなかなか

自治体として事前に災害が起きた時にお互いこうしましょうねと

いう土壌というのがまだ整っていないということで、現実的には北

海道の方に支援をすぐに要請をすると。そういった判断をしてどこ

か他の自治体に受入れをしてもらうかどうかっていうのを探すと

いうことが計画の中には記載されているので。 

災害がもしものすごく大きくなった場合には帯広市自体が被災

してとても出来ないという場合も可能性としては考えられる。そう

いった場合には地方自治法の規定に基づいて事務の委託というも

のがありまして、都道府県に事務を委託して都道府県が実質的には

処理を担うということがあります。それが可能性としてはそういっ

たこともあり得ると。そうすると北海道が主体になって処理すると

いうことも考えられます。本編ではそういったことも記載しており

ます。 

 

会  長） 災害そのものの規模がどのくらいで被害がどのくらいかによって

ずいぶん変わる話なんですね。だから災害が起きてからの計画にな

るのかなというふうに聞いてましたけど。東日本大震災なんかどう

だったんですかね。相当処理施設も被害を受けたんですかね。 
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事 務 局） そうですね。被害を受けて仙台市なんかは仮置き場の中に仮設焼

却炉を設けてそこでも処理したという話は聞いています。ただ、仮

設焼却炉もかなり大きな施設ですので建設するとなると数ヶ月の

期間を要しますので、かなり大きなプラントですので。ですから他

の自治体に処理をお願いするとかそういったことも考えながらど

れが一番最善なのかというのを専門家の方にもご相談しながら進

んでいくというかたちになると思います。 

 

会  長） はい。ありがとうございました。 

 

委  員） 一点ちょっと気になったことがあって余計な心配かもしれないん

ですけど、仮置き場がどこか指定されたとすると、かなりの行列と

いうか車列ができるような気がします。年末のくりりんに搬入する

時に長い行列ができるイメージがあったので。本編の原案の４３ペ

ージに仮置き場の配置案というのが出ています。一方通行で流した

方がいいんじゃないかなっていう気がしまして。あくまでこれは案

だからあれなんですけれども、真ん中をぐるっと車が回るイメージ

なんですけれども、外側を周って一方通行で流すようにした方が流

れがスムーズかなっていう気がこの絵を見た時にちょっとしまし

て。こういうふうに外側を回って真ん中にごみを積んで一方通行で

流すようなイメージはどうかなっていうのはちょっと思いました。 

 

事 務 局）  ありがとうございます。ここにある図ですが、あくまでも一般的

にこんなふうに分別したらいいのかなという図です。当然入口も真

ん中じゃないかもしれないし様々ありますので今いただいたご意

見も参考にさせていただきながらいざ被災があった時にうまくい

くようにしたいなと思います。 

 

会  長） ありがとうございます。その時になってみないと道がどうなって

いるか分からないですからね。そういうことも含めて今後に向けて

検討いただいてうまくやっていただけたらなと思います。その他い

かがですか。この災害廃棄物の処理計画について。よろしいでしょ

うか。 

そうしましたら２つ目の議題についてもご意見をいただきまし

た。事務局から今日説明をいただく議題はこの２つで終わりですけ

れども何か今日説明があったことと関係してでもいいですし、関係

ないことも含めて何か今後の清掃行政、ごみ減量、リサイクルの関
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係なんかでご意見等ありましたら伺いたいと思います。特にこの前

の地震と停電の時に何かごみのことの関係でお気づきのこととか

があれば伝えて役に立つかなと思うんですが何かございましたで

しょうか。特になかったですか。順調でしたもんね。ちゃんと収集

してくれたので。その他今日の関連のことでも関連無いことでもあ

りましたらご発言ください。いかがでしょうか。ございませんか。

副会長何かありませんか。 

 

副 会 長） はい。ありません。 

 

会  長） そうしましたら今日もいろいろ活発なご意見をいただきましたの

で、今日のご意見ですとか提言を踏まえて事務局には取り組みを進

めていただきたいと思います。最後になりますが事務局から何かあ

ればお願い致します。 

 

事 務 局 ） 私の方から一つご報告させていただきます。 

本日の審議会の報酬についてでございますけれども、１２月５日

にご指定いただいております口座に振り込みを予定してございま

す。よろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

会  長） はい。ありがとうございました。それではこれで今日の審議会を

終了いたします。今日は誠にありがとうございました。 


